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―音楽づくりのメディアとして何が選択されるのか― 
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(要旨) 

 本実践研究は，都節音階を用いた音楽づくりにおける子どもたちの変容を検証するととも

に，子どもたちの創作過程および，その過程における音楽づくりの”メディア”選択について調

査したものである。 

本研究の結果，都節音階を用いた音楽づくりに焦点をあてた授業実践を通して，子どもたち

の日本の音階に対する親しみが増し，日本の音階に対する知識理解が深まり，音楽をつくる学

習への興味関心が高まったことが明らかになった。また，音楽づくりの”メディア”としての

ICT 機器やアコースティック楽器などを，子どもたちが一定数の中から自由に選択した結果，

ICT 機器を選ぶ子どもも，アコースティック楽器を選ぶ子どももおり，その選択は子どもによ

って異なる結果となった。創作の過程において，子どもたちそれぞれに適したメディアを使用

することで，学習の満足度や効果を高められることが示唆された。 
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1.はじめに 

近年，教育の情報化が著しく進み，ICT を活

用した学びの実践や研究の成果が多く報告さ

れている。田村（2019）が述べるように，教育

における ICT は，よい授業をするためのシステ

ム，組織的手法，技術であり，ICT は授業を行

うためのメディアそのものである 1。近年の潮流

や成果は，音楽科教育における ICT 活用の重要

性を掲げる研究領域にとっても，大いに歓迎さ

れるものであろう。 

(1)メディアについて 

さて，本学会における“メディア”という用

語については，谷中（2019）によって「『媒体』

                                                                 
1谷中優・田村幸雄「メディアと授業―学校教育におけるメディ

アと子どもについて―」『音楽教育メディア研究』第 5 巻，

2019， p.62 

 

の意味を包含するあらゆる『もの』や『形態』

や『手段』」2と定義づけられている。一般的に

も，ICT 機器に類するものはメディアであると

認識されやすいが，この定義に基づいて改めて

検討するなら，例えば音楽づくりにおいて「思

いや考えを音や音楽として表現するための『媒

体』」，すなわちそれにはアコースティック楽

器等も含まれるであろう。 

(2)本実践研究の概要 

そこで本研究の実践授業では，この定義に立

ち戻り，ICT 機器ならびにアコースティック楽

器等あらゆる媒体を音楽づくりのメディアと

して捉え，子どもたちにその選択の可能性を提

2谷中優・田村幸雄「メディアと授業―学校教育におけるメディ

アと子どもについて―」『音楽教育メディア研究』第 5 巻，

2019， p.55 
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示することとした。そして授業の題材を「日本

の音階をつかって音楽をつくろう」，音楽づく

りに用いる音階を都節音階とした。そのなかで，

都節音階を用いた音楽づくりにおける子ども

たちの変容を検証するとともに，子どもたちが

音楽づくりのメディアとして何を選び，どのよ

うに創作を進めるのか，その過程を調査した。 

2.研究の背景 

 (1)都節音階を用いた音楽づくりの背景  

まず，都節音階とは，江戸時代以後の日本の

芸術音楽でもっぱら使われている音階であり，

上原六四郎が明治 25 年に著し，28 年に出版さ

れた『俗楽旋律考』において命名したものであ

る3。その音階は，日本古謡「さくらさくら」等

でも使われており，現在の小学校音楽科教育に

おいては，図 1 の「ミ・ファ・ラ・シ・ド・ミ」

の表記が使われている。  

 

 

図 1 都節音階の音列  

都節音階を含めた日本の音階に関わる学習

については，学習指導要領における我が国や郷

土の音楽の取り扱いからも，重要な位置づけで

ある。そして教育芸術社出版の教科用図書『小

学生の音楽 5』における教材のひとつとしても

掲載されており，各自治体等より公表される研

究授業や実践報告も見られる。しかしながら，

音階をふくむ日本の音楽文化をとりまく現状

については，「その音楽を聴く機会がお正月だ

けであるという不自然な現実がある。また海外

で『あなたの国の文化や伝統音楽について教え

てください』と言われたとき，語れない人が大

変多いとも言われている。このような状況は教

育を通して改善することが求められる」（尾藤

2018）4とも指摘されている。実際に筆者自身も，

                                                                 
3小泉文夫（ 1960）『日本傳統音楽の研究 1〈民謡研究の方法と

音階の基本構造〉』音楽之友社  pp.204-205 

4初等科音楽教育研究会（ 2018）『最新  初等科音楽教育法  

2017 年告示「小学校学習指導要領」準拠  小学校教員養  

成課程用』音楽之友社  p.128 

 

子どもたちにとって十分に親しみがあるとは

言い難い現状に直面するなかで，都節音階の儚

く凛とした魅力が子どもたちに伝わるよう，試

行錯誤を重ねる日々を送っている。子どもたち

が心から親しみをもってその魅力を味わえる

ような数々の手だても，必要とされているであ

ろう。  

 (2)創作過程についての先行研究  

またこれまで，曲を作曲する際の過程を記録

したり，分析したりするような研究も，いくつ

か行われてきた。例えば小野（2005）は一般の

作曲家を対象に，彼らの作曲過程について研究

を行い，記憶の長期貯蔵庫（LTS）との関係を明

らかにした5。しかしながら，とりわけ児童生徒

を対象として創作の過程を分析するような研

究は少ないとの指摘がある。長谷川・渡邊・志

民（2018）は，そのように前置きしたうえで，

子どものつくった旋律と創作過程を分析する

研究を行った。子どもの創作過程を分析するた

めに，ホワイトボード上にてグループ創作をさ

せ，その様子を映像に記録したのである。そし

てそれらを後に参照し，和声に基づいた旋律づ

くりにおける子どもたちの作品および創作過

程について，作品を譜例として起こしながら，

論文のなかで解説をしている。そしてその実践

研究の結果として，子どもたちの「全体的な傾

向としては，旋律カードで示された和声音を適

切に選び，終止音も主音で終わるケースが多か

った。一方で，一部のグループでは，重音や非

和声音の効果的な使用も見られ，児童の創意工

夫が感じられた」6，「児童の創作過程を分析す

ると，経過音や倚音，また刺繍音等の非和声音

を付加したり，リズムを変化させたり，またモ

チーフを反復させて変奏したりするなどの工

夫が確認できた」7と結論づけた。さらに，全体

5小野貴史「作曲過程研究（ 3） -スキーマの操作／分析による作

曲方法論 -」『信州大学教育学部紀要』 115 号 ,2005,pp.117-118 

6,7 長谷川慶岳・渡邊博子・志民一成「児童のつくった旋律と

創作過程の分析：和声に基づいた旋律づくりの作品を対象に」

『静岡大学教育学部研究報告』教科教育学篇 49 巻 ,2018,p.137 
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の傾向とは異なる特異な事例についても言及

しながら，教育者側が，子どもの個性を許容し

ていけるような基盤を整えてもよいのではな

いかと提言している。  

このような背景および先行研究を見ていく

と，子どもたちの創作過程についての研究それ

自体に開拓の余地があること，さらに都節音階

を用いた音楽づくり活動の有効性を，メディア

の選択とあわせて研究対象とする研究は，まだ

見られていないことが分かる。ここに本研究の

新規性を見出すことができ，実践研究および検

証を行う意義があると考えられる。  

 

3.研究の目的・対象・方法  

 (1)研究の目的  

本研究の目的は，実践授業を通した子どもた

ちの変容について，次の 3 つの項目（1.日本の

音階への親しみ 2.日本の音階に対する知識理

解 3.音楽をつくる学習への興味関心）において

検証を行うこと，さらにその学習において子ど

もたちが，音楽づくりのメディアとして何を選

び，どのように創作を進めるのか，その過程を

調査することである。確かに，ICT 機器を活用

することの有効性については，数々の先行研究

からも明らかであるが，もし子どもたち自身が，

それぞれにとって最適と思われるメディアを

選べるとしたら，その選択は，それぞれの指向

性や適性などによって異なるのではないだろ

うか。さらに，子どもそれぞれにとって有効に

機能するメディアの存在が，学習の効果も高め

てくれるのではないだろうか。 

(2)研究の対象  

本実践研究の対象は，小学 5 年生（10 歳～11

歳）の子どもたちである。東京学芸大学附属小

金井小学校 5 年生（2021 年 2 月当時）の子ども

たち 103 名（34 人学級 2 クラス，35 人学級 1 ク

ラス）および同校のご協力を頂戴した。そして

                                                                 
8音板の取り外しができる楽器で，この度は都節音階の構成音の

音板のみを取り付けて使用した。  

筆者は，同大学の大学院生および同校の音楽専

科非常勤講師としての立場から，本実践研究に

あたらせていただいた。 

(3)研究の方法 

まず，都節音階をつかった音楽づくりの学習

が，子どもたちにどのような変容をもたらした

かについては，質問紙調査によって量的な検証

を行った。そして子どもたちが，音楽づくりの

メディアとして何を選択するのか，その創作過

程については，量的および質的にも調査を進め

ていくため，質問紙調査，ワークシートや自由

記述欄の分析，子どもへの聞き取りを行った。 

 

4.実践について 

本実践授業は「日本の音階をつかって音楽を

つくろう」という題材にて，全 4 時間扱いとし，

小学校 5 年生を対象に行った。なお，事前アン

ケート調査については，第 1 時および第 1 時よ

り事前に，そして事後アンケート調査について

は，第 4 時より事後の作品返却時に行っている。 

(1)実践授業におけるメディア 

本実践授業にて，子どもたちが使うことので

きたメディアの選択肢は，次のとおりである。 

表 1 使用可能なメディアの分類 

メディアの分類 略称 

①電子黒板にインストールされた

ボーカロイド教育版（1 台） 

電子黒板 

②タブレットにインストールされ

たボーカロイド教育版 

（1 学級あたり最大 35 台） 

タブ 

レット 

③バス・メタロホーンと呼ばれるオ

ルフ鉄琴 1 台およびオルフグロ

ッケン 5 台（合計 6 台） 

オルフ 

楽器8 

④キーボード 6 台とバスマスター 

1 台およびピアノ 1 台（合計 8 台） 

鍵盤楽器 

⑤木琴 8 台とビブラフォン 2 台お

よびグロッケン 1 台（合計 11 台） 

音板楽器 
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図 2 タブレット（ボーカロイド教育版）画面 

図 3 バス・メタロホーン（オルフ楽器） 

タブレット型端末は各学級で管理されてお

り，1 人に 1 台が保証されている。そして，ボ

ーカロイド教育版 9のアプリケーションがイン

ストールされており，音楽室へ持ち運ぶことが

可能である。したがって本論文で言うところの

タブレットとは，タブレット型端末においてボ

ーカロイド教育版アプリケーションを使用す

ることを指す。 

また，この度の実践授業は，いわゆるコロナ

禍における音楽科の実践授業となった。それゆ

えに，本来であれば 1 人 1 台使用できるはずの

リコーダーや鍵盤ハーモニカは一切使用する

ことができず，本実践授業におけるメディアの

選択肢には含まれていない。そして全てのメデ

ィアは，子どもたち自身で選択することが可能

であり，いくつかのメディアを使うことへの制

限も設けていない。他者ヘの思いやりをもって

譲り合いながら使うこととし，手指消毒やフィ

ジカル・ディスタンスの確保など，感染対策も

徹底しながら行った。 

                                                                 
9  ヤマハが開発した歌声合成技術を，教育に適した形に改良し

たソフトウェアであり，歌詞やメロディーを打ち込んで操作す

(2)実践授業の内容 

本実践は平成 29 年度改訂の学習指導要領に

準じ，表 2 における 3 つの点を題材の目標と

し，実践の流れは表 3 のとおりとした。 

表 2 題材の目標 

(1) 都節音階を理解し，音階構成音の中

から音を選んだり組み合わせたり

しながら，2 小節の旋律をつくる。  

知  

技 

(2) 即興的に音を出しながら，音楽づく

りの発想を得たり，自らの思いや意

図に目を向けながら旋律をつくっ

たりする。  

思  

判  

表  

(3) 都節音階の魅力を味わい，その響き

を楽しみ，音階に親しみながら学習

に取り組む。  

主 

学 

態  

表 3 実践授業の流れ 

第 1 時 日本の音階を知ろう 

第 2 時 都節音階の魅力を感じ取りなが

ら，即興演奏をしてみよう 

第 3 時 都節音階をつかって，音楽をつく

ろう① 

第 4 時 都節音階をつかって，音楽をつく

ろう② 

第 1 時に子どもたちは，民謡音階が使われて

いる「ソーラン節」と，都節音階が使われてい

る「さくらさくら」を鑑賞し，それぞれの音階

についての知識・理解を深めた。 

第 2 時に子どもたちは，任意のメディアを使

用し，都節音階による即興的な演奏を行い，そ

の魅力を味わいながら，音楽づくり学習への準

備を進めた。また，本題材の音楽づくりにて使

用できる各メディアの説明などを聞き，タブレ

ットを希望する子どもは，保存場所となる新規

フォルダを作成するなどの下準備も行った。そ

して第 2 時の最後には，2 小節のピアノ伴奏に

あわせて，都節音階を用いた即興的な演奏を，

全員でくり返し何度か行った。 

ることで機械が歌ったり，音を出したりしてくれるもの  
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第 3 時と第 4 時に子どもたちは，音楽づくり

を行った。まず第 3 時のはじめに「音楽づくり

の手順」について説明を聞き，2 時間分の学習

活動の方向性やねらいを理解した。そして，音

楽づくりを支援する下書き用のワークシート，

作品を書くためのワークシート，思いついたこ

と・感じたこと・自分の音楽づくりの手順など

について言葉で書き留めることのできるワー

クシートなどを活用しながら，学習をすすめて

いった。最後に子どもたちは，都節音階を用い

てつくった 2 小節の音楽を，音符で作品ワーク

シートへ書き込み，提出をした。 

(3)学習の支援 

学習を支援する手だてとして，次のいくつか

の策を講じた。まず，すべての子どもが迷いな

く音楽づくりに取り組めるよう，教科書に準じ

ながら 10，表 4 のとおり「音楽づくりの手順」

を示した。なお，学習を支援する手だてとして

の手順の提示であり，すべての子どもに対して

絶対的なものではないことも補足した。 

表 4 音楽づくりの手順 

手順① 例として示された 2 小節のア，イ

のリズムから，どちらかを選ぶ。 

 

手順② 旋律の上がり下がりの方向性が示

された 5 枚のカード中から，1 枚を

選び，終わりの音を決める（決める

順序は逆でも可）。 

手順③ ひとつひとつの音の高さを選んだ

り，組み合わせたりして音楽をつ

くり，それを音符として書く。 

手順④ 「音の上がり下がりの幅」「使う音

の数」「最後の音」「おちついて終

わりたい」「つけたい曲名」など，

自分の思いに合うように，作品を

修正する。 

 

                                                                 
10教育芸術社「小学生の音楽 5」（ 2020） pp.58-59 

また，本節 1 項(ｐ.3)にて前述のとおり，音

板を取り外すことのできるオルフ楽器を準備

した。そして，鍵盤楽器と音板楽器には，都節

音階の構成音に該当する鍵盤および音板に，シ

ールを貼った。さらに，支援の必要な子どもに

は，全て「ミ」の音で作ってみるよう促したり，

授業者である筆者が採譜をしたりするなどし

た。一方で，子どもたちそれぞれの学習進度に

応じて，モチベーションを維持しながら音楽づ

くり学習が進められるよう，4 小節，8 小節およ

び自由作曲の発展課題も用意した。なお，ボー

カロイド画面のフリーズや，保存ができなくな

るなどのトラブルも実際に数件あり，トラブル

シューティングの対応も行っている。 

(4)子どもたちの作品例と創作過程 

 子どもの作品には，次のような例があった。 

 

 

 

 

 

図 4 子どもの作品例① 

 図 4 の作品は，はじめに決めた「使うリズム」

と「終わりの音」の計画通りにつくられており，

音の上がり下がりについては，「上がってから

下がる」山を描くような，まとまりのある旋律

となっている。そして，この子どもは，創作過

程の分析結果から，もともと 5 つの作品をつく

っており，その中から「自分の理想と近いもの

を考えて選んだ」ことが分かっている。なお，

音楽づくりにはオルフ楽器を使用した。 

 

 

 

 

図 5 子どもの作品例② 

ア  

イ  
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図 5 の作品は，1 小節目 2 拍目から 3 拍目に

向かう際の跳躍が特徴的で，音の上がり下がり

については 2 つの山を描くような，カードの例

には示されていないオリジナリティあふれる

旋律線となった。そして，この子どもは，創作

過程の分析結果から，もともと 3 つの作品をつ

くっており，はじめの 2 つの作品についてはオ

リジナルのリズムでつくっていたが，提出作品

となったこの作品については，手順①で示した

リズムの例を活用してつくったことが分かっ

ている。また，「なんとなくで音をつなぎ合わ

せて，その中から，いいと思った音を出して楽

譜にした」ことが分かっている。そして，「イ」

と書かれているリズムは，おそらく「ア」の間

違いであろうことを申し添える。なお，音楽づ

くりにはタブレットを使用した。 

 

図 6 子どもの作品例③ 

 図 6 の作品は，「音楽づくりの手順」とは一

線を画する手順でつくられた，オリジナリティ

あふれる作品である。ドとソの間には小節線が

あり，2 小節目のミは 8 分音符をあらわしてい

るのであろうことを申し添える。なお，音楽づ

くりには主にオルフ楽器や鉄琴，補助的にタブ

レットを使用した。 

そしてこの作品は，全作品のうち唯一，長調

となってしまった作品例である。これは，都節

音階をつかって作品をつくるという指導や，

「最後は“ミ”“シ”“高いミ”」で終わると

いう創作上の注意が十分に行き届かなかった

ことに原因があると推察できる。しかしながら，

創作過程の分析結果から，都節音階を理解して

いないとは決して言いきれず，あくまでも「自

分が気持ちよい」と思うことを優先して作品を

つくった結果であることが分かっている。都節

音階の理解については，子どもの創作過程にお

ける取り組みを評価し，後日のインタビュー調

査の中で，音楽づくりへの思いについて十分に

くみ取りながら，ともに音階の確認を行った。 

この作品は一見，いわばルールは守られてい

ないのであるが，本実践研究が子どもの創作過

程を調査するものであったため，事後指導まで

つながりやすかったと考える。子どもがどのよ

うに感じ，考え，学習活動を進めていたかを，

様々なデータから追うことができたからであ

る。とりわけ，子どもの創作過程を調査するこ

との意義の深さが顕著な例であった。 

 

5.授業を通した子どもたちの変容に関する

研究結果 

子どもたちの変容については，日本の音階に

対する親しみ，日本の音階に対する知識理解，

音楽をつくる学習への興味関心の 3 点すべてに

おいて，統計学的にも有意な結果となった。 

(1)日本の音階に対する親しみについて 

 小学 5 年生 103 名（男子 53 名，女子 50 名）

に対して実施し，有効回答総数 99 名（男子 49

名，女子 50 名）を得た。 

 事前アンケートにて「あなたは，日本の音

階に，どれくらい親しみを感じていま す

か？」という調査を行った。なお，この調査は，

第 1 時後半(鑑賞の学習が終了した時点)に行っ

たものである。また，子どもたちの学習履歴と

しては，各学年において積み上げてきた「うさ

ぎ うさぎ」などの共通教材がある。この設問に

対して，回答は次の通りであった。 

表 5 親しみに関する事前調査 

1 とても親しみを感じている 10％ 

2 まあまあ親しみを感じている 20％ 

3 あまり親しみを感じていない 30％ 

4 まったく親しみを感じていない 40％ 

一方で，事後アンケートにおいても「あなた
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は，日本の音階に，どれくらい親しみを感じて

いますか？」という調査を行った。なお事後ア

ンケートはすべての項目において，第 4 時より

さらに事後の時間に調査を行っている。この設

問に対して，回答は次の通りであった。 

表 6 親しみに関する事後調査 

1 とても親しみを感じている 16％ 

2 まあまあ親しみを感じている 65％ 

3 あまり親しみを感じていない 16％ 

4 まったく親しみを感じていない 3％ 

上記 2 つのアンケートを比較した結果，「ま

あまあ親しみを感じている」「とても親しみを

感じている」合わせて肯定的な回答が，事前

30％から事後 81％に上昇している。また「あま

り親しみを感じていない」「全く親しみを感じ

ていない」合わせて否定的な回答が，事前 70％

から事後 19％に減少している。そして，事前と

事後の 2 つのデータの有意差を明らかにするた

めに，ｔ検定を行った。日本の音階に対する親

しみについてα＝0.05 として前後比較したと

ころ，P 値が 2.009×10⁻¹⁰(＜0.05)となった。

これにより本実践授業を通して，日本の音階に

対する子どもたちの親しみが増加したと，統計

学的にも有意に示された。 

(2)日本の音階に対する知識理解について 

小学 5 年生 103 名（男子 53 名，女子 50 名）

に対して実施し，有効回答総数 100 名（男子 51

名，女子 49 名）を得た。 

 事前アンケートにて「私たちが暮らす日本に

は，古くから伝わる音階があります。あなたは，

それらについてどれくらい知っていますか？」

という調査を行った。なお，この調査は，第 1

時より事前に行っている。また，子どもたちが

第 4 学年であった前年度には「こきりこ節」を

演奏しており，民謡音階の音列については学習

履歴を持っている状況である。この設問に対し

て，回答は次の通りであった。 

表 7 知識理解に関する事前調査 

1 よく知っている 20％ 

2 まあまあ知っている 50％ 

3 あまり知らない 29％ 

4 まったく知らない 1％ 

一方で，事後アンケートにて「私たちが暮ら

す日本には，古くから伝わる音階があります。

あなたは，それについてどれくらい理解できま

したか？」という調査を行った。この設問に対

して，回答は次の通りであった。 

表 8 知識理解に関する事後調査 

1 とてもよく理解できた 20％ 

2 まあまあ理解できた 76％ 

3 あまり理解できなかった 3％ 

4 まったく理解できなかった 1％ 

上記 2 つのアンケートを比較した結果，「ま

あまあ知っている」「よく知っている」合わせて

肯定的な回答が事前 70％であったのに対して，

「よく理解できた」「まあまあ理解できた」合わ

せて肯定的な回答が事後 96％に上昇している。

また「あまり知らない」「まったく知らない」合

わせて否定的な回答が事前 30％であったのに

対して，「あまり理解できなかった」「まったく

理解できなかった」合わせて否定的な回答が事

後 4％にとどまっている。そして，日本の音階

に対する知識理解についてα＝0.05 として，同

じくｔ検定を行い，前後比較したところ，P 値

が2.17105×10-32(＜0.05)となった。これにより

本実践授業を通して，日本の音階に対する子ど

もたちの知識理解が深まったと，統計学的にも

有意に示された。 

(3)音楽をつくる学習への興味関心について 

小学 5 年生 103 名（男子 53 名，女子 50 名）

に対して実施し，有効回答総数 102 名（男子 52

名，女子 50 名）を得た。 

 事前アンケートにて「これまでの音楽づくり
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は，楽しかったですか？」という調査を行った。

なお，この調査は，第 1 時より事前に行ってい

る。また，前学期の子どもたちの学習履歴とし

て，ウェブアプリ Chrome Music Lab をつかっ

た音楽づくり活動がある。この設問に対して，

回答は次の通りであった。 

表 9 音楽づくりの楽しさに関する事前調査 

1 とても楽しかった 22％ 

2 まあまあ楽しかった 54％ 

3 あまり楽しくなかった 18％ 

4 まったく楽しくなかった 6％ 

一方で，事後アンケートにて「今回の，都節

音階をつかった音楽づくりは，楽しかったです

か？」という調査を行った。この設問に対して，

回答は次の通りであった。 

表 10 音楽づくりの楽しさに関する事後調査 

1 とても楽しかった 35％ 

2 まあまあ楽しかった 53％ 

3 あまり楽しくなかった 11％ 

4 まったく楽しくなかった 1％ 

上記 2 つのアンケートを比較した結果，「ま

あまあ楽しかった」「とても楽しかった」合わせ

て肯定的な回答が，事前 76％から事後 88％に

上昇している。また「あまり楽しくなかった」

「まったく楽しくなかった」合わせて否定的な

回答が，事前 24％から事後 12％に減少してい

る。そして，音楽づくりの楽しさについてα＝

0.05 として，同じくｔ検定を行い，前後比較し

たところ，P 値が1.858×10-4(＜0.05)となった。

これにより本実践授業を通して，音楽づくりの

楽しさが増加したことが，統計学的にも有意に

示された。 

以上 3 つの結果および子どもの作品などか

ら，表 2(ｐ .4）にて示した題材の目標(1)およ

び(3)が，おおむね達成されたものと判断でき

る。 

6.音楽づくりの“メディア”選択に関わる

研究結果 

(1)音楽づくりに使用したメディア 

子どもたちが音楽づくりのメディアとして

何を選び，学習を進めていたのかを調査するた

め，事後アンケート調査を行った。アンケート

では，4 節 1 項(ｐ .3)で示した 5 つのメディア

群について，使っていないか使ったか，使っ

たとしたらどのくらい役に立ったかを調査し

た。設問は「音楽づくりをするとき，あなたは

何を使いましたか？」とし，子どもたちは，「使

わなかった」「とても役立った」「まあまあ役

立った」「あまり役立たなかった」「まったく

役立たなかった」の 5 件法で回答した。本調

査も同様に，小学 5 年生 103 名（男子 53 名，

女子 50 名）に対して実施し，有効回答総数 103

名，音板楽器の項目のみ有効回答総数 102 名（男

子 52 名，女子 50 名）を得た。 

表 11 音楽づくりのメディア選択に関する回答 

 電子黒板  タブレット  オルフ  鍵盤楽器  音板楽器  

X 77 22 60 78 63 

A 7 52 27 9 30 

B 13 22 12 11 6 

C 4 5 3 3 2 

D 2 2 1 2 1 

※X:使わなかった  A:とても役立った  B: まあまあ役立った   

C: あまり役立たなかった  D: まったく役立たなかった  

「とても役立った」というに対して，「タブ

レット」が 52 回答，「オルフ楽器」が 27 回答，

「音板楽器」が 30 回答，であった。そして，

「まあまあ役立った」に対して，「タブレット」

への回答が 22 回答と，他の 4 つのメディアと

比較して回答数が多かった。さらに「使わなか

った」に対しても，タブレットへの回答が 22 回

答と，他の 4 つのメディアと比較して回答数が

少なかった。タブレットを使用した子どもの数

は，多かったことが分かる。またこの結果から，
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全体的な傾向としては，タブレット，オルフ楽

器と音板楽器を合わせた音板楽器系が，音楽づ

くりのメディアとして子どもたちに選ばれや

すい傾向にあったことが分かる。 

そこで，そのメディアを使用したという回答

の中から，「とても役立った」に回答した割合

を調べると，次の表 12 のようになった。 

表 12 とても役立ったという回答の割合 

1 音板楽器 77％ 

2 タブレット 64％ 

3 オルフ楽器 63％ 

4 鍵盤楽器 35％ 

5 電子黒板 27％ 

 とりわけ「音板楽器」「タブレット」「オル

フ楽器」の順で，とても役立ったという回答の

割合が高かったことが分かる。 

 (2)メディア選択の理由  

また，子どもたちがなぜそのメディアを選択

したのか，あるいは結果としてなぜその選択に

なったのかを調査した。事後アンケートにおけ

る設問「とくに役立ったものについて，その理

由や感想などを聞かせてください。」に対して，

集まった自由記述を整理する。 

 まず，電子黒板について記述している子ども

はいなかった。また「特になし」という記述と

無記入は合わせて 3 件あった。 

次に，タブレットに関する記述は 45 件あっ

た。その中には，「ボーカロイドだとどの楽器

の音にするかを弾きなおさずに変えれて便利

だった」「ボーカロイドは，みやすいし，ほぞ

んができるから」という記述があり，同主旨の

記述が目立って複数みられた。また「ボーカロ

イドは，すぐにじゅんびできて，ならばずにす

むし，自分の曲は，イヤホンをして聞くから，

他の人には聞かれないから，よかった」という

記述もあり，同主旨の記述が 4 件みられた。 

 そして，オルフ楽器に関する記述は 21 件あ

った。その中には「都節の音板だけの鉄琴は，

どの音を使うかがいっしゅんで分かるから」と

いう記述があり，同主旨の記述が目立って複数

みられる傾向があった。また，もうひとつの傾

向として，音色や響きに言及する回答が目立っ

て複数みられた。例えばある子どもは「オルフ

楽器の音がしみつき，音楽をひいてる音がきこ

えるようだった」と回答していた。よってオル

フ楽器については，音板の使いやすさに対する

回答と，音色等の楽器的魅力に対する回答，お

もに 2 つの傾向に分類された。 

 そして，鍵盤楽器に関する記述は 4 件あった。

その中には「キーボードが一番使いやすかった」

「キーボードの方がひきやすいから」などとい

う回答がみられた。ただし，鍵盤楽器（ピアノ・

バスマスターを除く）にも，都節音階の構成音

を示すシールを貼っていたのであるが，キーボ

ードを使用した子どもたちから，シールへの言

及はなかった。 

さらに，音板楽器に関する記述は 21 件あっ

た。その中には「鉄琴の音楽づくりはシンプル

で聞きやすかった」「木琴が役に立った。木琴

は日本っぽいし，自由な音のだし方を工夫でき

るので，とても良かった」という記述があり，

同主旨の記述が目立って複数みられた。その他

にも「シールが都節音階のところにあったので，

分かりやすかったです！」という回答があり，

同主旨の記述が 5 件あった。 

図 7 木琴を使って音楽をつくる様子 



JMSME  音楽教育メディア研究 第８巻 令和４年３月 都節音階を用いた音楽づくりにおける子どもたちの変容と創作過程 

 

10 
 

またさらに，複数のメディア群をまたぐよ

うな回答や，全体の傾向とは異なるようなケ

ースについての記述は 9 件あった。例えばあ

る子どもからは「自分のタブレットのボーカ

ロイドで，すこし，どんなものにするかきめ

て，そのあとちいさいもっきんでそれをした

ので，ボーカロイドと，ちいさい木きん」と

いう回答があった。“ちいさい木きん”と

は，オルフ・グロッケンを指すと推察でき

る。また例えば「ことの音や尺八の音をイメ

ージしてかきました」という回答もあった。

なお，この子どもは，とりわけ楽器を使わず

頭の中で音楽をつくり，楽譜に書きあらわし

ていたのである。 

 

7.メディア選択に関する研究結果の考察 

「とても役立った」割合の高かったメディア

に焦点をあてながら，タブレット，オルフ楽

器や音板楽器，複数のメディアを使用した例

について，分類して考察する。 

(1)タブレットについて 

まず，ICT 機器のひとつであるタブレットは，

多くの子どもたちが使用していた。ただし本実

践においては，タブレットのみが，子どもが望

みさえすれば 1 人 1 台の環境が保証されていた

ことも，結果と大きく関係しているだろう。他

のメディアの台数と比較しても，アドバンテー

ジのある環境的要因が結果に影響した可能性

は，考慮に入れなければならない。だが，作品

を記録することや，音楽づくりの活動自体に不

安を感じる子どもたちに対して，技術的にはも

ちろん，モチベーションの面でも強力な支援ツ

ールとなったことは，自由記述欄の分析結果か

らも明らかである。また，タブレットつまりボ

ーカロイド教育版には，男声・女声の音色だけ

でなく，琴やギターの音色もあり，そういった

機能も，子どもの好奇心を引き出すのに有効で

あった。ある子どもは「ボーカロイドで楽器を

和風な『琴』にして，さらに曲を和風にするこ

とができた」と回答しており，同主旨の回答も

数件みられた。メディアとしての有効性は，十

分であったと考えられる。 

しかしながら一方で，タブレットではないメ

ディアを使った子どもたちからは「わたしは，

リズムも音も同時につくるから，ボーカロイド

のような，毎回けしたりさいせいしたりつくる

のをやらないといけないのは上手につかえな

い。ふつうのがっきは，なれているし，音も楽

しめた」「タブレットで，音を鳴らすより，自

分の耳で本当の音をきけるから，キーボードに

したけど次から木琴を使ってもいいと思った」

などという記述も見られた。子どもによって，

感じ方や指向性，考え方などが，いかに異なる

のかがよく分かる記述である。このことから，

有効性が高いとされる ICT 機器を提供しさえす

れば，すべての子どもに必ず有効とは言いきれ

ないことも分かる。 

(2)オルフ楽器や音板楽器について 

オルフ楽器や音板楽器については，学習を支

援する手だてとして機能したこと，子どもたち

にとっての楽器的魅力が高かったこととが相

互に作用したと考えられる。とくにオルフ楽器

は，都節音階の構成音にあたる音板だけを使用

できるため，子どもたちの理解や学習活動を大

いに助けたということが，自由記述欄の分析結

果からも明らかである。また，音板楽器に貼っ

ていた都節音階の構成音を示すシールも，学習

活動の助けになったということが，自由記述か

ら読み解けた。オルフ楽器や音板楽器も，メデ

ィアとしての有効性が高かったと言えよう。 

しかしながら一方で，オルフ楽器や音板楽器

を含むアコースティック楽器を使わなかった

子どもたちからは「自分のパソコンのボーカロ

イドを使ったけれど，音が分かってよかった。

いちいち，何かで音を出してたしかめなくてよ

かったので楽だった」「実際に自分がならさな
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くても，ひく速さだったりをコントロールでき

るから」という記述がみられた。このことから，

発想はあっても演奏することに難しさを感じ

る子ども，個人的な音楽学習経験などを持たな

いことに不安を感じている子どもにとって，音

楽づくりのメディアとしてのアコースティッ

ク楽器には，有効性が見いだしにくいのだとい

うことも分かる。 

(3)複数のメディアを使用した例 

さらに，タブレットで作った音楽を，アコー

スティック楽器で確かめる，ということをして

いる子どもも数名存在した。例えばある子ども

は「ボーカロイドや木きん・鉄きん・キーボー

ドなど様々な楽器で音をならすことによって，

頭の中に自分の作りたい音楽が出てきたから」

と記述していた。後日聞き取りを行ったところ，

第 3 時は少しモヤモヤしていて音楽づくりが思

うように進みにくかったが，第 4 時では色々な

メディアを触っているうちに，さらに積極的に

学習活動に取り組めた，とのことであった。こ

のように，複数のメディアを使うことで，本来

持っていた感性を花開かせる子どもも存在す

るのである。 

 
図 7 オルフ・グロッケンとタブレット 
両方を使って音楽づくりを進める子ども 

(4)総括 

結果に対するこれらの考察から，子どもたち

の創作過程におけるメディア選択にはばらつ

きがあり，つまりいずれのメディアによって音

楽づくりが支援されるのかということは，子ど

もの指向性や適性，いずれのメディアに慣れて

いるかなどの背景によって，異なるものである

と分かった。そして，子どもそれぞれに適した

メディアを提供することが，学習の満足度や効

果を高めることにもつながると示唆された。こ

のことから，表 2(ｐ .4）にて示した題材の目標

（2）は，子どもたちそれぞれに適したメディア

を使用することによって，より達成されていく

ものであると考えられる。ICT の活用を推進し

ながらも，“メディア”という言葉の定義の原

点に立ち戻るなら，子どもたちそれぞれの資質

能力をさらに伸ばすことができるであろう。 

 

8.結論と課題 

(1)結論 

本研究は，都節音階を用いた音楽づくりにお

ける子どもたちの変容を検証するとともに，子

どもたちの創作過程および，その過程における

メディア選択について調査した。  

そして本研究の結果，都節音階を用いた音楽

づくりに焦点をあてた授業実践を通して，子ど

もたちの日本の音階に対する親しみが増し，日

本の音階に対する知識理解が深まり，音楽をつ

くる学習への興味関心が高まったことが明ら

かになった。また，音楽づくりの ”メディア”と

して ICT 機器を選ぶ子どもも，アコースティッ

ク楽器等を選ぶ子どももおり，創作の過程にお

けるメディア選択は，子どもによって異なるこ

とが分かった。そして，創作の過程において，

子どもたちそれぞれに適したメディアを使用

することで，学習の満足度や効果を高められる

ことも示唆された。本実践研究を通して，授業

者側が多様なメディアの可能性を子どもたち

に提供することは，有効に機能するのだと言え

るだろう。  

 (2)研究の課題  

この度の実践研究について，まず実践面の課

題が 3 点あげられる。1 点目は，それぞれのメ

ディアの数を揃えることができたならば，より
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公平な環境が，子どもたちに提供できたのでは

ないかという点である。2 点目は，音楽づくり

より以前の即興演奏の局面で，ひとり何回ほど

所定の楽器に触れられるなど，学習活動の条件

に均衡があればなお良かったのではないかと

いう点である。3 点目は，タブレットの活用法

についてである。今回の実践授業で，子どもた

ちの強力な支援ツールになったことは確かで

あるが，子どもたちの中から「最後に楽譜に書

き直すのは難しかった」という記述が 2 件あっ

た。これは，すべての子どもたちに共通した作

品提出方法をとるためであり，事前に子どもた

ちにも説明をしていたとはいえ，楽譜にするこ

となく作品が成立する ICT 活用の醍醐味を十分

に生かしきるために，改善策を講じていくこと

もできると考える。以上 3 点を実践授業の課題

とし，今後の実践研究において考慮していく。 

次に，研究面での課題である。まず，実践授

業を通して，3 つの項目すべてにおいて子ども

たちの変容が見られ，さらにその要因は，創作

の過程において自らの望むメディアを使用で

きたからであろうことも示唆されたわけだが，

この点において，量的な実証ができれば望まし

かったと考える。 

また，メディアの選択にとどまらず，一人ひ

とりの創作過程に焦点をあて，さらに子どもの

指向性や背景について具体的なケーススタデ

ィをすることで，今後の研究の発展につながる

のではないだろうか。実際，本論文で取り上げ

た具体例や譜例の作者である子どもについて

はとりわけ，事後指導も含めて密度の濃い指導

となり，題材における教育効果も高かったと考

えられる。長谷川ら（2018）の先行研究でも提

言されているように，教育者側は，子どもの個

性を許容していけるような基盤を整えていく

べきなのであるが，そのためにますます必要な

ことが，子どもの創作過程の分析であると考え

る。一斉授業の形式の中で個を指導するという

難しさがとりわけ色濃い「音楽づくり」の分野

において，これを今後の最たる研究課題に据え

ようと考える。  
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